
連合長崎構成組織の組合
員並びにご家族のみなさ
ん、新年明けましておめで
とうございます。皆様には
健やかで気持ち新たなお正
月を迎えられたこととお喜
び申し上げます。
さて、昨年は巨大与党と
化した安倍政権のアベノミ
クスへの期待感から国民の
多くが景気回復に期待を寄
せた一年でありました。し
かしながらその成果は一部
の企業にしか反映されず、
多くの国民は実感がないま

ま本年４月の消費税増税を迎えようとしています。
しかも民主党が掲げた消費税増税を「高齢者対策・
医療制度改革・教育・子育て」などの社会保障制度
に充てるとの基本姿勢を崩壊し、かつての自民党と
同じように「公共事業への大型投資」に姿を変えよ
うとしています。さらに国家を支える労働者よりも
経営側に重点を置いた政策や特定秘密保護法案の
「数の暴挙」による強行採決など、安心国家「日本」
の将来に不安を抱かざるを得ません。
連合長崎は全ての働く者の代表として以下の３点

を基本として広く県民に理解と共感を求める活動を
展開して行きます。
一つ目は労働規制緩和に対する世論喚起について

です。安倍政権は労働者を保護する法律やルールを
改悪しようとしています。政府は、①一定年収以上
の労働者に対し労働時間ルールの対象外とした「ホ
ワイトカラー・イグゼンプション」による残業代ゼ
ロ政策、②会社が勤務地や職種・労働時間を限定し
た「限定正社員制度」を導入し、会社が勤務地や職
場を無くした場合即座に解雇できる制度、③不当解
雇を訴えて裁判などにより「解雇は無効」との判定
があってもお金さえ払えば労働者をクビにできる制
度、④派遣社員の期間を撤廃し、生涯派遣社員を低
賃金で雇用できる制度、などを目論んでいます。私
たちは「労働者保護ルールの改悪」に断固として反
対し行動を興します。
二つ目は2014春季生活闘争についてです。依然とし
て低賃金に苦しむ労働者へ追い打ちをかけるように
「消費税増税」が目前に迫っており、更に円安の影響
で輸入品を中心に生活必需品の高騰に歯止めがかから
ず、日々の生活に困窮しているのが実態です。政府は
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経営側に対し賃上げを要求しましたが、両者の思惑は
一時金や定期昇給を含めた賃金増額です。私たちは生
活の基盤となる「月例賃金」の増額を求める闘いを展
開しなければなりません。期待感や雰囲気だけで事が
運ぶものではなく、地場中小を含めた粘り強い交渉が
必要となります。それぞれの組織に対し早期の戦術展
開と要求設定をお願いするところであります。
三つ目は統一地方選挙に向けた諸準備の展開です。
早いもので来年４月には統一地方選挙が施行されま
す。私たちの生活に直接影響する大切な選挙です。
この一年で県内各選挙区においての推薦候補者を決
定するために構成組織や民主党県連・社民党県連合
と連携をはかり早期の支援体制の構築をめざします。
さらに本年２月２日投開票の長崎県知事選挙に対し
ても４年間の労働行政への取り組みを評価し現職の
「中村法道氏」を推薦決定しています。組合員とご家
族のご支援をお願いするところであります。他にも
組織拡大や平和行動への取り組みにも注力しなけれ
ばなりません。構成組織の皆様とともに行動を起こ
していきたいと思います。
皆様の旧に倍するご支援をお願いすると共に、皆

様にとって2014年が希望に満ちた輝かしい一年とな
りますようご祈念申し上げます。

No. 75
長 崎 市 桜 町 9 - 6
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2014年の新春を迎えるにあたり、年頭のご挨拶を申し上げますとともに、日頃
からの連合運動に対するご指導・ご支援に心より感謝申し上げます。
今年は、干支では「甲午」（きのえうま）にあたります。「午」は十二支におけ
る折り返しの位置づけであると共に、成長から衰退の変わり目を示すという説も
あるようです。いずれにしても、物事の転換期を象徴するものと言えます。
世界金融危機で新自由主義がその限界を露呈して以降、トリクルダウン型だけ
の政策体系から、人々の雇用と暮らしの安心・安全に立脚した、ボトムアップ型
も取り入れた政策体系への転換が図られてきました。しかし、安倍内閣の発足以
降、再び新自由主義的な政策への回帰が見えはじめています。
とりわけ、雇用労働に関わるルールの緩和や労働者派遣法制の再緩和などの動
きは、ILO三者構成原則の無視など、極めて問題です。この間の職場・地域にお

ける運動もあり、政府はいったん矛を収めたように見えますが、引き続き、労働者保護ルールの改悪阻止
に向けて、ご協力をお願い致します。
2014春季生活闘争は、労働組合の社会的責任が問われるたたかいです。格差是正と暮らしの底上げのた
め、月例賃金にこだわる取り組みが極めて重要です。同時に、非正規労働者の処遇改善、企業規模間、男
女間格差の是正、公正取引の確保など、すべての働く者のための取り組みを通じて、経済の好循環をつく
る転換点としなければなりません。
連合は今年、官民統一から四半世紀を迎えます。時代が転換期を迎える中、これまでの経験や価値観の
延長線上ではない、新たな運動展開が求められています。連合が掲げる「働くことを軸とする安心社会」、
そして「1000万連合」実現に向けた運動への共感と参画を得るには、あらゆる場面を捉え、連合がもつ社
会的価値、いわば「連合ブランド」を積極的に発信すると同時に、職場・地域での対話を積み重ねていく
ことが不可欠です。
あの東日本大震災から３年を迎えようとしています。私たちは、決して震災を風化させず、あらゆる場
面で被災地を支え続けたいと思います。昨年も各地で自然災害が相次ぎましたが、その中で多くの連合の
仲間が支援に汗を流しました。困難な立場にある人々のために何ができるかを考え、ともに行動する。こ
の経験を今後の取り組みにも活かし合いたいと思います。
本年も引き続き、連合運動に対する皆様のご理解・ご支援をお願い申し上げます。

日本労働組合総連合会

会長 古賀　伸明

明けましておめでとうございます。皆様にはご家族お揃いで清々しい新年をお
迎えのこととお慶び申し上げます。旧年中は、公私ともに温かいご指導、ご支援
を賜り誠に有難うございました。
さて、外交、防衛、成長戦略、エネルギーなどわが国の行方を左右する課題が
山積する中、安倍内閣は巨大与党を背景に強引な国政運営を続けています。私た
ちは、社会保障の充実なしの負担増の押しつけや、雇用を不安定化させる労働法
制の改悪など、その暴走を厳しくチェックするとともに、将来に向けた抜本改革
に取り組まなければなりません。
今年は午年です。「人間万事塞翁が馬」の故事のように、私も試練を受け止め希
望を持って、健全な野党の存在によって国会がその責務を果たせるよう皆様の期
待に応える決意です。

また今年は、「長崎がんばらんば国体」「長崎がんばらんば大会」が開催されます。スポーツの感動を地
域の発展につなげていきたいものです。
新年にあたり、組合員ご家族皆様のますますのご健勝とご多幸を心から祈念いたします。

民主党長崎県総支部連合会
代表　衆議院議員

木　義明
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皆様方には、新しい年をお元気でお迎えのこととお慶びを申し上げます。

昨年は、前年から引き続きでの夏の国政選挙でも厳しいものがありました。そ

れぞれにご協力いただいたもののご承知のような状況です。そういう状況の中、

労働組合にとっても、格差拡大など厳しいものが予想されます。また、消費税増

税など家計圧迫・大企業優遇になるのも必至です。

しかし、私たちは、こういう状況だから頑張らなければなりません。まさに

「今でしょう！」です。厳しいからこそ、心をひとつにして団結を強め、力強く前
進しなければならないのです。自らの生活・条件を守るために、平和への逆行す

る政治路線にストップをかけるために。そして、そこに「連合長崎の役割」が大

きく求められています。全国的に「党の改革断行・対話推進」を目標にさらに頑張る決意です。皆様のご

健勝を心からお祈りします。

連合長崎の構成組織と組合員の皆様に、謹んで新春のお慶びを申し上げます。
私たち長退連は、「16組織・会員１万２千人」で構成し、長崎と佐世保には地域協
議会を置いて、会員の親睦交流を図りながら、国政、県政、市政に対する「高齢
者のための政策制度要請行動」や働く者の代表を各級議会に送るための「国政選
挙や地方選挙」にも現退一致で取り組んでいるところです。しかしながら、一昨
年末の衆議院選挙で支持する「民主党」は自民党に惨敗、第２次安倍政権が発足。
安倍政権は、衆・参議会での絶対多数を背景に、社会保障制度の根幹である、私
たちの「年金を2.5％カット」し、70歳になった高齢者の「医療費自己負担を２割」
に引き上げるほか、「特定秘密保護法制定、集団的自衛権の容認、憲法改悪への道」
を暴走しようとしており、断じて許すことはできません。長退連は、連合長崎と

の強い絆のもと、「平和と民主主義を守り、国民が安心して暮らせる社会」を創るために、民主党や社民
党とも連携して、行動を起こさなければならないと考えています。ともに頑張りましょう！

新年明けましておめでとうございます。
皆様には、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
さて、長崎県総合計画も４年目を迎え、計画の仕上げに向けて進めていく年に
なることから、県では改めて、経済･雇用対策をはじめ様々な施策に全力で取り組
み、県民の皆様に「暮らしが変わった」と実感していただけるような成果をお示
しできるよう、決意を新たにしたところです。
特に、本県の最重要課題の一つである県民所得の向上については、製造業等各
分野で、皆様のお力添えをいただきながら取組を進めているところであり、県内
経済の活性化や雇用の創出に全力を注いでまいります。
さて、いよいよ「長崎がんばらんば国体・がんばらんば大会」を今年10月から
開催いたしますが、長崎県らしい魅力あふれる大会といたしたく、県民の皆様の
ご協力をよろしくお願いいたします。

本年も県民の総力を結集し、人や産業、地域が輝く、元気あふれる長崎県の実現に向けて、全力でがん
ばってまいります。県民の皆様、どうぞ県政への参画をよろしくお願いいたします。
この一年が皆様にとりまして素晴らしい年となりますよう心からお祈り申し上げます。

社民党長崎県連合

代表 吉村　庄二

長崎県退職者団体連合

会長 川村　　力

長崎県知事

中村　法道
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　連合長崎は、11月20日（水）に開催した連合長崎第２回執行委員会において、「現職『中村法道氏』
が県知事選挙に出馬した場合は、政策協定書の締結を前提に連合長崎として推薦することとする」
ことを確認。これに基づき、12月４日（水）17時からホテルセントヒル長崎において「政策協定書」を
締結したことから、連合長崎として正式に「中村法道氏」を推薦することが決定しました。
　今後は、構成組織・地協と連携し「中村法道氏」必勝に向けた取り組みを行っていきます。皆様のご
協力をよろしくお願いします。

県知事選挙・中村法道氏（現）県知事選挙・中村法道氏（現）を推薦決定！推薦決定！県知事選挙・中村法道氏（現）を推薦決定！
2014年2月2日投票
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― 新年あけましておめでとうございます ―

副 会 長

小島　　保
（自治労）

執行委員

五島　喜盛
（諫早・島原地協）

2014年
みなさんとともに
頑張ります！

よろしくお願いします書　記

本郷　栄子
（佐世保地協）

副 会 長

江口　茂広
（基幹労連）

執行委員

時吉　龍也
（自動車総連）

執行委員

高井良　芳行
（五島地協）

執行委員

岩永　　財
（全国ガス）

副事務局長

宮本　　洋
（自治労）

執行委員

藤川　直樹
（海員組合）

執行委員

塩入　高志
（大東・壱岐・対馬地協）

副 会 長

長岡　博之
（ＪＰ労組）

副事務局長

鴨川　博明
（基幹労連）

執行委員

上川　剛史
（日教組）

執行委員

森田　孝徳
（自治労）

執行委員

金原　剛蔵
（自治労連）

執行委員

白倉　あけみ
（女性委員会・日教組）

執行委員

山中　長柄
（女性委員会・情報労連）

執行委員

廣田　勝美
（長崎私交通）

会計監査

野田　美穂子
（全労金）

執行委員

峰　　義彦
（長崎地協）

副事務局長

入江　良美
（交通労連）

副 会 長

田端　康弘
（電力総連）

副 会 長

石井　健次
（UAゼンセン）

副事務局長

佐竹　明彦
（自治労）

副事務局長

芳川　孝太郎
（電力総連）

執行委員

岩口　保則
（ＪＲ連合）

執行委員

田島　広明
（私鉄総連）

書　記

草野　いづみ
（連合長崎）

執行委員

菊永　昌和
（佐世保地協）

書　記

深江　絵美
（連合長崎）

執行委員

松村　恵光
（全自交労連）

執行委員

嶋　　三郎
（国公総連）

執行委員

藤田　康之
（フード連合）

執行委員

藤澤　恒昌
（全駐労）

執行委員

山口　裕志
（運輸労連）

執行委員

益満　政彦
（電機連合）

副 会 長

上田　洋一
（情報労連）

事務局長

宮　　辰弥
（情報労連）

会計監査

橋田　和廣
（交通労連）

執行委員

野原　秀昭
（交通労連）

会計監査

倉田　昌明
（都市交）


